
 第2章 公務職場の魅力の整理
本章では、公務のブランディングの枠組み、すなわち「公務職場の魅力の整理」、「公務職場
内の浸透による魅力向上」、「公務外への魅力発信」に沿って、まず、公務職場の魅力の整理を
行う。
公務職場の魅力の整理は、前記第1章第4節で記載したとおり、①公務内外のターゲットと
なる人材が期待する価値、②競合する民間企業等が提供する価値、③公務職場の提供価値を踏
まえて行う必要がある。
以下、それぞれの価値について整理する。

 第1節 公務内外のターゲットとなる人材が期待する価値

多様な行政ニーズに応え、複雑・高度化する行政課題に対応していくためには、国民全体の
奉仕者として公共の利益のために勤務する高い志と能力を持つ、多様で有為な人材を確保して
いく必要がある。このような人材から「選ばれる」公務職場となるためにはどのような魅力が
必要なのか。これを確認するため、まずは、公務の採用対象となり得る人材が、働く場に対し
てどのような価値を期待しているのかについて、いくつかの民間調査等から確認する。

 1 就職活動を行った大学生等が仕事に求める価値
「2025年新卒採用　大学生の就職活動に関する調査」（2024年11月28日株式会社リクルート
マネジメントソリューションズ）によれば、2025年新卒採用の就職活動を行った大学生・大
学院生が仕事に求めることとして、「安定」、「貢献」、「金銭」、「成長」が上位に挙がっている
（図2－1）。同調査では、「まず安定した環境を確保した上で、仕事を通じて貢献や成長をして
いきたいという学生の考えがうかがえる」とされている。
なお、同調査を見ると、「チャレンジ」が2025年卒で再び第5位となり、2020年卒からの結
果を見ると、「チャレンジ」を求める学生の割合は2025年卒が最も高くなっている。
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図2-1 　2025年新卒採用　大学生の就職活動に関する調査「仕事に求めること」

Q：あなたの「仕事に対する価値観（仕事にどのようなことを求めるか）」について、特に重要だと思うもの上から3つを選択してください。
　※志望している、または入社予定の企業についてではなく、あなた自身の考えに近いものを回答してください。
　※あてはまるものがない場合でもお気持ちに近いものをお選びください。

仕事に求めること

＜上位3つまで選択・25卒の選択率降順＞50％ 
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0％ 

 20卒（n＝1,030） 43.8％ 37.7％ 30.5％ 34.0％ 15.3％ 21.8％ 11.9％ 14.5％ 15.6％ 14.7％ 14.1％ 11.1％   9.7％   9.2％   7.9％ 7.9％
 21卒（n＝1,407） 42.7％ 40.0％ 27.6％ 30.9％ 19.8％ 18.9％ 15.5％ 14.5％ 16.5％ 12.1％ 13.5％ 14.1％ 10.6％   8.6％   7.5％ 7.2％
 22卒（n＝1,287） 40.6％ 35.5％ 27.7％ 35.5％ 19.3％ 18.9％ 14.5％ 16.0％ 15.2％ 11.2％ 15.3％ 11.7％   9.5％ 10.9％   9.5％ 9.0％
 23卒（n＝1,316） 42.3％ 34.2％ 26.6％ 32.2％ 20.8％ 20.1％ 13.4％ 16.0％ 18.4％ 13.4％ 15.9％ 12.7％   8.9％   8.3％   8.5％ 8.0％
 24卒（n＝1,117） 43.3％ 34.1％ 26.9％ 30.8％ 19.6％ 20.9％ 16.3％ 15.4％ 16.0％ 12.8％ 14.5％ 13.3％ 10.0％ 10.7％   8.4％ 6.9％
 25卒（n＝1,117） 42.6％ 31.1％ 30.0％ 29.8％ 22.1％ 18.7％ 15.9％ 15.9％ 15.2％ 13.1％ 13.0％ 13.0％ 12.3％ 11.4％   8.1％ 8.0％

安定 貢献 金銭 成長 チャレンジ 堅実 理想 責任 専門性 創造 共存 影響 競争 完遂 先端 自律 

（注）　「2025年新卒採用　大学生の就職活動に関する調査」（2024年11月28日株式会社リクルートマネジメントソリューションズ）より作成。

また、「2026年卒春期就職人気企業ランキング（1月～3月）」（2025年5月14日株式会社リー
ディングマーク）によれば、調査対象となる学生が企業の魅力として重要視する要素トップ
10において、「将来的な高所得の見通し」に次いで、「企業の強い社会的責任感」、「チャレン
ジ性のある仕事」が挙げられている（図2－2）。

図2-2 　学生が企業の魅力として重要視する要素トップ10

(注)　「2026年卒春期就職人気企業ランキング（1月～ 3月）」（2025年5月14日株式会社リーディングマーク）より作成。有効回答は2,051人
（男性69.8％、女性30.2％）。
なお、同社の調査の対象学生は、「2026年卒予定の、東京大学・慶應義塾大学・早稲田大学・一橋大学・東京科学大学（旧東京工業大
学）・京都大学・大阪大学・神戸大学・北海道大学・東北大学・名古屋大学・九州大学の大学生、大学院生」とされている。

1. 将来的な高所得の見通し（報酬と昇進の機会）
2. 企業の強い社会的責任感（企業の評判とイメージ）
3. チャレンジ性のある仕事（仕事の特性）
4. 魅力的または面白い製品サービス（企業の評判とイメージ）
5. 将来のキャリアへの良い関連性（報酬と昇進の機会）
6. 友好的な職場環境を提供する（人と文化）
7. 仕事と生活の良いバランス（人と文化）
8. 多様な仕事内容（仕事の特性）
9. 市場での成功（企業の評判とイメージ）
10. 競争力のある福利厚生（報酬と昇進の機会）

（2026年卒　春期調査）
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 2 公務員志望者層が仕事に求める価値
「マイナビ2026年卒大学生公務員のイメージ調査」（2025年2月17日株式会社マイナビ）に
よれば、国家公務員・地方公務員を含めた「公務員」になりたい理由について、公務員を就職
先として考えている人では、「安定している」、「休日がしっかりとれる」という項目に次いで、
「社会的貢献度が高い」、「社会・市民のために働ける」が挙がっている（図2－3）。

図2-3 　「「公務員」になりたい理由」
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（注）　「マイナビ2026年卒大学生公務員のイメージ調査」（2025年2月17日株式会社マイナビ）より作成。

国家公務員採用総合職試験等に合格して令和6年4月に採用された職員に対して行ったアン
ケート（総合職試験等からの新規採用職員に対するアンケート調査の結果（令和6年12月25
日人事院））によると、国家公務員になろうとした主な理由は、「公共のために仕事ができる」、
「仕事にやりがいがある」、「スケールの大きい仕事ができる」が上位となっている（図2－4）。

図2-4 　総合職試験等からの新規採用職員に対するアンケート調査の結果

「公共のために仕事ができる」「仕事にやりがいがある」「スケールの大きい仕事ができる」が
引き続き上位 3つを占める
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（注）　総合職試験等からの新規採用職員に対するアンケート調査の結果（令和6年12月25日）より作成。
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 3 転職市場における公務員志望者が仕事に求める価値
「ビジネスパーソン6500人に聞いた「官公庁・自治体への転職」意識調査」（2025年1月6日
エン・ジャパン『エン転職』『AMBI』『ミドルの転職』3サイト合同調査）を見ると、「官公
庁・自治体への転職に興味がある」と回答した者が興味を持つ理由の上位は「安定した収入を
得たいから」、「仕事を通じて社会貢献をしたいから」となっている（図2－5）。

図2-5 　「官公庁・自治体への転職に興味がある」と回答した者が興味を持つ理由
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仕事の幅を広げたいから

培った能力・スキルを社会に還元したいから

景気の影響を受けにくいから

働きやすい環境で仕事をしたいから

影響範囲の大きな仕事を手掛けたいから

自分の専門分野を活かせるから

官公庁・自治体の仕事に疑問を感じるから

コロナ禍で官公庁・自治体の仕事への関心が高まったから

民間企業での仕事に物足りなさを感じているから

その他

「官公庁・自治体への転職に興味がある」と回答した方に伺います。興味をもつ理由を教えてください。
（複数回答可、男女別）

（注）　「ビジネスパーソン6500人に聞いた「官公庁・自治体への転職」意識調査」（2025年1月6日エン・ジャパン『エン転職』『AMBI』
『ミドルの転職』3サイト合同調査）より作成。
有効回答は6,509人。

 4 現役職員が仕事に求める価値
内閣官房内閣人事局が実施した「国家公務員の働き方改革職員アンケート」の令和5年度の
結果によれば、国家公務員の働きがいと関連している割合が高いものは、高い順に「成長を実
感できている」、「国民・社会に貢献していると実感できている」となっている（図2－6）。
なお、同アンケート結果では、数年以内に離職意向を有する職員について、その要因を見る
と、「自分にとって満足できるキャリア形成ができる展望がない」に次いで「成長実感が得ら
れない」が高くなっている。現役職員については、「成長実感」の有無は、働きがいと離職意
向の双方に関連があると言える。
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図2-6 　令和5年度国家公務員の働き方改革職員アンケート結果
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現在の仕事を進める上でスキル・経験を
生かせている

（注）　「令和5年度国家公務員の働き方改革職員アンケート結果」（2024年8月2日内閣官房内閣人事局）より作成。

働きがい（やりがい）の実感度

「私は、現在の仕事にやりがいを感じている」への回答内訳

（N＝63,148）

働きがい（やりがい）に関連する職員自身の状況

とてもそう思う
12.5％

どちらかと言えば
そう思う
45.5％

どちらかと言えば
そう思う
45.5％

とてもそう思う＋どちらかと言えば
そう思う＝58.0％

とてもそう思う＋どちらかと言えば
そう思う＝58.0％

どちらとも言えない
23.2％

どちらかと言えば
そう思わない
12.6％
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12.6％

全くそう思わない
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※　働きがい（やりがい）と職員自身の状況の関係を明らかにするため重回
帰分析を実施。グラフ中の数字は回帰係数。働きがい（やりがい）と職員
自身の状況に関する設問11項目それぞれについて、「とてもそう思う」～
「全くそう思わない」の5段階評価で回答されたものを5点～ 1点として分
析を実施し、回帰係数が高い順に3つの項目のみ掲載。

なお、令和2年度人事院年次報告書第1編第2部において調査結果を報告した「公務職場に
関する意識調査」においても「挑戦しがいのある仕事を通じて成長実感を得ることは、仕事の
やりがいを感じることにつながり、さらに仕事のやりがいを感じることで新たな仕事にチャレ
ンジするという好循環を生む」と分析している。また、「国民や社会への奉仕は、国家公務員
の存在意義でもある。（中略）多くの職員が、政策の立案や行政サービスの提供、国民の保護
など自身の所属する府省庁の所管業務が社会への貢献や国民への奉仕につながると感じている
ことがうかがえる。」としている。

以上を踏まえると、公務内外のターゲットとなる人材が「働く場」に求めるものは、大きく
分けて、社会貢献性、成長の機会、処遇の3点にあると言える。
この観点を踏まえつつ、次に競合する民間企業等が提供する価値を見ていく。

 第2節 競合する民間企業等が提供する価値

公務は、職種・職域が多岐にわたることから、人材獲得において競合する民間企業等を特定
することは困難である。他方で、前記第1章第3節1の「国家公務員イメージ調査」を見ると、
商社及びコンサルタント・シンクタンクにおいて、やりがいや成長に関する肯定的回答の割合
が国家公務員に比して高くなっている。
そこで、今回、複数の商社及びコンサルティング会社にヒアリングを行ったところ、各企業
は、成長できる職場であることを積極的に発信するとともに、事業活動を通じた社会課題の解
決への貢献もやりがいとして打ち出している状況がうかがえた。一方で、処遇や勤務環境につ
いては、競合他社と明確に差別化できるものでなければ、それほど積極的にアピールしていな
い状況が明らかとなった。
各企業の人事担当者等からヒアリングした内容の概要は以下のとおりである。

第2節　競合する民間企業等が提供する価値
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（1）三井物産株式会社
三井物産株式会社が提供する価値は、グローバルに新しいビジネスに携わり、自分自身が
成長できる環境である。同社では、海外の大学で1年間勉強した後、そのまま海外で1年間
のOJTをしながら語学力を高める機会を提供するなど、成長ができる環境が与えられている。
同社は幅広い事業展開をしており、社内公募制により、全く異なる事業領域に異動する
ことができる。そのため、入社後に自分のやりたいことが変わった場合でも、自身のキャ
リア志向に合わせて事業を選ぶ機会が与えられている。
同社では、一つの産業では解決できないようなスケールの大きな産業横断的な課題の解
決に取り組むことができることも一つの価値としてアピールしている。

（2）伊藤忠商事株式会社
伊藤忠商事株式会社では、企業の成長と社員の成長を前提として、「厳しくとも働きが
いのある会社」を目指すことを人材戦略の柱として打ち出している。働き方改革を積極的
に進めているが、それにより企業としての成長が妨げられるものであってはならず、成長
と働き方改革の取組は両方が進むことでより魅力的なものとなると考えている。
同社では、同業他社との比較で社員数が少なく、社員一人一人が持つ裁量が大きいた
め、社員の能力開発と主体的キャリア形成支援を積極的に行っており、人材育成のきめ細
やかさも同社のアピールポイントとなっている。
また、退職者には必ず個別面談を実施して退職の背景・理由を分析し、選ばれる会社と
なるための方策を考えるためのヒントとしている。

（3）A社（商社）
A社は、グローバルなフィールドで、スケールが大きく、社会貢献性が高いビジネスに
携われることを価値として提供している。
また、学生は若いうちから成長の機会があることを期待するため、同社では業務を通じ
て成長できる機会が多くあることも大きな魅力としている。採用広報活動では、入社10
年目程度までの社員がどのようなキャリアを歩み、スキルや知識を身に付けて成長してき
たのか、携わった仕事がどのような社会貢献につながってきたのかという社員自身の実体
験を発信している。

（4）アビームコンサルティング株式会社
アビームコンサルティング株式会社は、現状、採用市場において「働きやすい」、「人間
関係が良好」といった想起を得ている。しかしながら、これだけでは同社の定める
「Vision2030」の実現に必要な人材を惹きつけるには不十分だと捉え、労働市場とのコミュ
ニケーションにおいて提示する自社に来る理由を「社会的責任への高い意識」、「チャレン
ジングな業務」、「キャリア形成に資する経験価値」の3点と再定義し、コミュニケーショ
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ンを実施している。
さらに、持続的な価値創造を実現する「価値創出経営」を掲げ、この考え方に共感し、
社会を変革する人材を迎えるべく、自社のエンプロイヤー・ブランディング（前記コラム
2参照）を実施している。

（5）EYストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社
EYストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社は、パーパス（企業が存在する
目的）に基づく採用、発信に力を入れており、求職者に対して、業務を通じた社会貢献性
の高さを提供価値としてアピールしている。同業他社も社会貢献性を自社の魅力として発
信しているが、同社は従前から長期にわたり事業として社会貢献に取り組んでいることを
独自の価値として捉えている。また、パーパス実現に向けて、社員に能力を発揮してもら
うため、働きやすいオフィス環境を整備している。同社が求めるような、長い目で見て社
会に貢献できる人材を獲得するため、短期的に人気が出るような取組ではなく、会社の軸
であるパーパスをぶれずに発信することに取り組んでいる。勤務条件や研修制度も、パー
パスに紐付けて、パーパス実現のために制度が利用できることを発信している。
同社は、求職者はスキルを身に付けて成長することより、より良い社会の構築に向けて
自身の実現したいことが達成できることを重視して企業を選んでいると考えている。した
がって、同社では業務で身に付くスキルだけを殊更に発信するような取組はしていない。

 第3節 公務職場の提供価値として打ち出すべきもの

前記第1節及び第2節では、公務のブランディングの枠組みに基づき、公務内外のターゲッ
トとなる人材が期待する価値及び競合する民間企業等が提供する価値を見てきた。
本節においては、公務職場の提供価値を整理した上で、公務のブランディングにおいて魅力
として打ち出すべきものを特定していく。
公務職場が提供できる価値の整理の仕方は様々あり得るが、ここでは公務内外のターゲット
となる人材が期待する価値等を踏まえ、「社会への貢献に関する価値」、「職員の成長に関する
価値」、「働く環境や経済的利益に関する価値」の三つに分類して整理することとする。
このうち、「社会への貢献に関する価値」については、前記第1節2で示したとおり、国家公務
員採用総合職試験等からの新規採用職員が国家公務員になろうとした主な理由として挙げる「公
共のために仕事ができる」、「仕事にやりがいがある」、「スケールの大きい仕事ができる」に関わ
るものである。仕事を通じた社会への貢献については、特に昨今の持続可能な開発目標（SDGs）
への取組やパーパス経営の潮流もあり、競合する民間企業等でも価値として打ち出しているもの
ではあるが、国家公務員の場合、「国」の視点から社会・国民生活の向上に貢献できるという点
で、競合相手と差別化できる唯一無二の価値として、魅力の中核となり得るものと言える。
一方で、「職員の成長に関する価値」及び「働く環境や経済的利益に関する価値」について

は、人的資本経営や健康経営の観点とも相まって、競合する民間企業等もそれぞれ力を入れて
提供している価値であり、より直接的に公務と比較される部分となる。したがって、積極的に
魅力として打ち出せるものはより強化していくとともに、ネガティブなイメージを持たれてい
る場合はそれを払拭する取組が必要となる。
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 1 公務職場の唯一無二の中核的価値
（1）社会への貢献に関する価値

公務職場の提供価値のうち、「社会への貢献に関する価値」は、競合相手と差別化でき
る国家公務員の魅力の中核であり、国家公務員として働くやりがいとして、「なぜ私はこ
こで働くべきなのか」という求職者からの問いへの答えとなるものである。
ただし、前記第2節で紹介した企業のヒアリング結果にもあるように、近年は民間企業
においても、事業活動を通じて社会課題の解決に積極的に貢献することを価値として打ち
出している。これにより、公務と明確に差別化しにくくなってきており、特に若年層から
の国家公務員のイメージにおいて「やりがい」がポジティブに評価されない原因の一つと
もなっていると言える。
そこで「社会への貢献に関する価値」を打ち出すに当たっては、競合する民間企業等と
比べてどのような点で差別化でき、国家公務員が唯一無二であると言えるのか、分かりや
すい切り口で整理して示していく必要がある。
今回、民間企業の人事担当者や、国家公務員と民間企業の双方の勤務経験を有する者な
どへのヒアリングを通じ、国家公務員の仕事の唯一無二性について、次のような視点を得
ることができた。

〈国家公務員の仕事の唯一無二性に関する視点の例〉

○　国のために、国家レベルで国際的に仕事ができる。
○　高い視座、広い視野で、社会のこと、社会の反応を考えながら施策を検討できる。
○　物事を語るときの主語が「国」となり、俯瞰的な視座で仕事ができる。
○　公共目的を達成するために正面から社会課題解決に取り組める。
○　将来の日本の在るべき姿を多面的に考えて実現するための検討・思考を続けられる。
○　政府の立場でしか扱えない法令、予算、税制等を通じて社会にインパクトを与えられる。
○　法令や政策の立案を通じて社会をリードし、国を変えることは、国家公務員しかできない。
○　特に海外における国際交渉等では、日本政府の一員になることで信頼が得られ、その
経験が自身の財産になる。

また、人事院が作成している「国家公務員試験ガイド　2025」においては、各府省の若
手職員が挙げる国家公務員の魅力として、

○　日々の仕事が我が国のあるべき姿の実現につながっていくこと。
○　広い視点と大きな責任をもって業務に取り組むことができること。
○　この国の未来を憂うのではなく、自分の手で変えられること。�
○　唯一無二の社会的インパクトの大きさ。
○　実施した事業が全国に行き渡るその規模の大きさ。

といった点が挙げられている（図2－7、図2－8）。
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図2-7 　国家公務員試験ガイド　2025総合職

図2-8 　国家公務員試験ガイド　2025一般職

このような公務の唯一無二の魅力として挙げられているものを共通項で整理すると、大
きく分けて、「視座の高さ」、「視野の広さ」、「影響力の大きさ」の三つの視点を抽出する
ことができる。
この三つの視点について、以下（2）では国家公務員行動規範との関連を見ていく。
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（2）国家公務員行動規範との関係
人事行政諮問会議最終提言において、全ての国家公務員が職務を行うに当たって常に念
頭に置くべき基本認識を言語化し、共通して求められる行動の指針として、国家公務員行
動規範を定めることが人事院に対して求められた5。
国家公務員行動規範においては、国家公務員に求められる行動として、①「国民を第
一」に考えた行動、②「中立・公正」な立場での職務遂行、③「専門性と根拠」に基づい
た客観的判断を挙げている。
これらは、①が「視座の高さ」と、②が「視野の広さ」にそれぞれ関連している。ま
た、③の「専門性と根拠」に基づいた客観的判断は、国家公務員の仕事の「視座の高さ」、
「視野の広さ」、「影響力の大きさ」の全てに関連して求められるものと言える。
このように見れば、国家公務員の仕事の唯一無二の魅力となる差別化要素は、国家公務
員行動規範で示す各行動が求められる背景と密接に関連していると言うことができる。

参 考 国家公務員行動規範

1「国民を第一」に考えた行動
・�国を支える国家公務員としての使命感の下、国民を第一に考え、志と意欲を持って誠
実に行動する
・�確かな行政サービスを提供し続けるため、限りあるリソースを効果的に活用し、最大
のパフォーマンスを発揮する

2「中立・公正」な立場での職務遂行
・特定の個人や組織など一部の利害を偏重せず、中立・公正な立場で職務を遂行する
・�行政に対する多様なニーズや様々な立場があることを理解し、広い視野を持って職務
にあたる

3「専門性と根拠」に基づいた客観的判断
・�国民からの信頼が得られるよう、常に透明性の高い行政運営を意識した上で、根拠に
基づいた客観的判断を行う
・知識を深め、スキルを磨き、行政のプロフェッショナルとしての誇りと責任感を持つ

さらに、このような国家公務員の唯一無二の価値に魅力を感じて集まる者は、国家公務員行
動規範に定める行動を取る使命感の高い行政のプロフェッショナルであり、これらの者が互い
に切磋琢磨する職場であるという点も、働く場として、他と差別化された魅力となり得る。
（1）で整理した「視座の高さ」、「視野の広さ」、「影響力の大きさ」の三つの視点に、上記の
ような「職場の使命感とプロ意識の高さ」という視点も加えて、国家公務員の「社会への貢献
に関する提供価値」について、競合相手と差別化する観点で整理すると次のとおりである。

5　人事院は、令和7年5月15日に、「国家公務員行動規範」を人事院会議で決定した。
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（「社会への貢献に関する価値」を差別化する観点からの整理）

視座の高さ
○　国の視点から日本社会の在るべき姿、更には国際社会の在り方まで俯瞰的に考え、国
民全体の安全・安心や生活の向上を追求する仕事であること。
○　社会全体の在り方から国民一人一人の生活への影響まで見据えて取り組む仕事である
こと。
○　長期的なスパンで未来の我が国の在るべき姿を考える仕事であること。

視野の広さ
○　国民全体に関わる複雑かつ多様なステークホルダーの利害を調整しながら社会課題を
解決する仕事であること。
○　多種多様な職務、現場を通じて政策を執行し、国民生活の向上に貢献する仕事である
こと。
○　国内にとどまらず、国際機関や各国とも協力して困難な社会課題解決に取り組む仕事
であること。

影響力の大きさ
○　法令や政策の企画・立案を通じて社会をリードし、国民生活や社会の仕組みに関わる
ルールを形成していく影響力の大きい仕事であること。
○　現場での執行を通じて国民一人一人の生活に深く影響を与える仕事であること。
○　国を背負い外国政府との交渉を通じた国際基準の策定等に携わる仕事であること。

職場の使命感とプロ意識の高さ
○　政策の立案から現場での執行まで、社会や国民生活の向上に対して高い使命感、志を
持って取り組む者が集まる職場であること。
○　社会や国民生活への影響の大きさを自覚し、政策の立案から現場の執行まで、行政の
プロフェッショナルとしての誇りと責任感を求められる職場であること。

「The�Times�Top�100�Graduate�Employers」によれば、2024年の英国における新
規学卒者が選ぶ良い雇用者のランキングにおいて、国家公務員は第2位となっている。
令和7年2月に英国の政府機関（内閣府等）の職員複数名に対し、国家公務員として
働く魅力について聴取したところ、仕事のインパクトや多様さ、幅の広さ、成長の機
会といった仕事に起因する魅力のほか、「評判」や「名声の高さ」、「プライド」など
に関する言及があった。
我が国について見ると、人事院が令和4年3月に公表した「本年度就職活動を終え

【コラム3】国家公務員の「社会的信用」
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 2 公務と、競合する民間企業等が共に提供できる価値
次に、公務職場の提供価値のうち、競合する民間企業等も提供する「職員の成長に関する価
値」及び「働く環境や経済的利益に関する価値」について整理する。
「職員の成長に関する価値」は公務内外のターゲットとなる人材が特に強く求める価値であ
り、競合相手も力を入れて提供していることから、「社会への貢献に関する価値」と関連付け
るなどして差別化した上で、積極的に発信していく必要がある。
また、「働く環境や経済的利益に関する価値」についても、実態に応じた正しい情報を発信
することが重要である。特に、ネガティブなイメージについてはその払拭に向けて、正しい情
報の発信に加え、現状に対する問題意識や今後の改善の方向性、目指す未来の姿も併せて示し
ていくことが重要である。

た学生を対象とする意識調査」では、学生が持つ国家公務員のイメージとして「周囲
の人に誇れる職業である」が最も高くなっている。
また、前記第1章第3節1で紹介した「国家公務員イメージ調査」でも、国家公務員
の「社会的信用」に関するイメージは、肯定的回答の割合が高くなっている（図2－9）。

図2-9 　�社会的に信用されている（全年代計）
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（%）
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どちらかといえば違う 全く違う イメージがわかない
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前記（1）の国家公務員の仕事の唯一無二性に関する視点の例でも挙がっているよ
うに、特に国際交渉等の場においては、日本政府の国家公務員であることで、高い信
用を得て重要な議論に参画することができるといった声もある。この点は海外に限ら
ず国内においても同様であり、例えば、国家公務員として働くことで、行政サービス
の受け手となる様々な立場・経験を有する方々や、学識経験者、企業経営者等と若い
うちから意見交換・折衝をすることで貴重な知見を得て、政策の立案・執行に反映で
きるという点が挙げられる。
国家公務員として社会・国民生活の向上のために働く立場であるからこそ、社会的
な信用を得てこのような機会を得ることができている。このような国家公務員の仕事
の社会的信用も、働く場としての魅力の一つと言えよう。
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この点、人事行政諮問会議最終提言において示された新時代の人事管理を実現するための施
策については、工程表を作成した上で、取組の進捗状況を定期的にモニタリングしその結果を
公表することが人事院に対し求められている。このような改善に向けた取組の進捗状況は、特
に併せて発信すべき重要な情報の一つと言える。
（1）職員の成長に関する価値

職員が成長の機会として何に魅力を感じるかは、個々の価値観や、職種・職域、専門性
などによって様々であるが、ここでは競合相手との差別化を図る観点から、「社会への貢
献に関する価値」の差別化の切り口である「視座の高さ」、「視野の広さ」、「影響力の大き
さ」、「職場の使命感とプロ意識の高さ」を使って整理することとする。
①　全体を俯瞰し、物事を構造的に捉える力（視座の高さ）
国家公務員は、国の視点から日本社会の在るべき姿、更には国際社会の在り方まで
俯瞰的に考え、国民全体の安全・安心や生活の向上のために最も望ましい政策を提
案・実行する役割を担っている。また、国の未来を見据えて長期的な視点で政策を検
討し、実行している。
個々の業務はその範囲で閉じることなく、社会全体の制度や仕組みに影響を及ぼす
こととなる。そのため、職員はどのような職位であっても、目の前の業務と社会全体
とのつながりを意識して、社会の仕組みを読み解く力を養っていくこととなる。
このように全体を俯瞰し、物事を構造的に捉えて全体最適を考える力は、いわば民
間企業において経営層が行うような高い視座での思考であり、そのような機会を、比
較的若い段階から国の視点で働く国家公務員という立場から得ることができると言え
る。
②　多様で幅広い仕事を通じた多角的な視点、課題解決力、調整力（視野の広さ）
国家公務員は、自分たちの組織内にとどまらず他府省、地方公共団体、民間企業等
との人事交流、更には外務省以外の職員でも在外公館での勤務や国際機関等への派遣
の機会などがある。これらの「越境体験」を通じて、能力開発はもちろんのこと、異
なる組織文化、立場からの多角的な視点を得ることができる。
また、国家公務員が直面する課題の多くは前例のないものであり、課題の解決に当
たっては、既存の枠組みにとらわれない新たな発想で、各現場、府省横断、さらには
各国とも協力して、政策を総動員して困難な社会課題解決に取り組む必要がある。こ
のような仕事を通じて高度な課題解決力が培われることとなる。さらに、このような
仕事は、複雑かつ多様なステークホルダーの利害を調整しながら、社会全体、あるい
は国民生活に直結するような課題の解決に向けて関係者を巻き込んで取り組むもので
あり、高度な調整力を発揮することが求められる。
③　責任の大きい仕事への挑戦と中長期的な人材育成（影響力の大きさ）
国家公務員は、法令や政策の立案・執行を通じて社会をリードし、国民生活や社会
の仕組みに関わるルールを形成するとともに、国際的な場では国を背負って国際基準
の策定等の議論をするといった影響力の大きい仕事に挑戦することとなる。それだけに、
政策の合理性や整合性を確保し、客観的根拠に基づく責任のある判断が求められる。
このような高度な判断を職員が責任を持って行うためには、実務経験と理論や演習
による体系化の繰り返しが重要であり、中長期的な視点での育成が必要となる。そこ
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で、各職場でのOJTを通じた行政経験の付与に加え、人事院では各府省の職員に対
して、役職段階別研修、テーマ別研修等を実施している。さらに、派遣研修として、
専門的な知識、技能等を習得させ、その後の公務に還元させることを念頭に置いて毎
年多くの職員を国内外の大学院（修士課程・博士課程）へ派遣している。また、各府
省においても、それぞれの職員の能力開発のための様々な研修を実施するとともに、
一部府省では独自の研修施設を有するなどしており、中長期的な視点での能力向上が
意識されている。
④　使命感に根ざした成長の場（職場の使命感とプロ意識の高さ）
国家公務員の職場には、国家公務員行動規範に定める各行動を取り、国民全体の利
益の実現に高い使命感を持って取り組む行政のプロフェッショナルが集まっている。
このような志の高い職員同士が、日々の行政サービスの提供や将来に向けた政策の企
画立案に真摯に取り組み、互いに切磋琢磨している。国民生活に関わる社会課題の解
決に向けて重責を担い、多様な視点と高度な専門性を培いながら業務を遂行する中
で、職員一人一人が大きく成長できる場であると言える。

以上の内容を改めて整理すると次のとおりである。

（職員の成長に関する価値を差別化する観点からの整理）

①　全体を俯瞰し、物事を構造的に捉える力（視座の高さ）
○　�目の前の業務と社会全体とのつながりを意識して、社会の仕組みを読み解く力を醸
成

○　�民間企業において経営層が行うような高い視座での思考を国家公務員として実施
②　多様で幅広い仕事を通じた多角的な視点、課題解決力、調整力（視野の広さ）
○　「越境体験」を通じた多角的な視点の獲得
　　・�自分たちの組織内での幅広い政策分野の経験
　　・�他府省、地方公共団体、民間企業等との人事交流
　　・�在外公館での勤務や国際機関等への派遣
○　前例のない課題に対し、新たな発想で政策を総動員して対応する高度な課題解決力
の獲得
○　複雑かつ多様なステークホルダーの利害を調整しながら関係者を巻き込んで課題を
解決する高度な調整力の獲得

③　責任の大きい仕事への挑戦と中長期的な人材育成（影響力の大きさ）
○　国や社会の仕組みに関わるルール形成に直接関与するような、国民生活に大きく影
響する仕事に挑戦する機会
○　高度な能力を培うため中長期的な視点で人材育成（公務への還元を念頭に多くの職
員を海外の大学院へ派遣等）

④　使命感に根ざした成長の場（職場の使命感とプロ意識の高さ）
○　志の高い職員同士が、真摯に職務に取り組み、互いに切磋琢磨する場
○　重責を担い、多様な視点と高度な専門性を培いながら業務を遂行して成長する場
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国家公務員の海外留学（行政官長期在外研究員制度）は、国際的視野を持ち、複
雑・多様化する国際環境に的確に対応できる行政官の育成を図ることを目的として実
施しており、人事院は、従来から国家公務員の魅力の一つとして力を入れてきてい
る。毎年、ハーバード大学、マサチューセッツ工科大学、オックスフォード大学、ケ
ンブリッジ大学など、米英を中心に世界各国の大学院の修士課程・博士課程で日本の
国家公務員が研鑽を積んでいる（年間約150人程度を派遣）。
留学経験については、各府省の採用パンフレットを始め様々な媒体で紹介されてお
り、国家公務員の魅力的な能力開発の機会として発信されている。
なお、帰国した行政官長期在外研究員は、留学の経験・成長をいかして公務に従事
しており、その一部は帰朝報告のため、高円宮妃殿下に御接見を賜っている。

（2024 年 11 月に高円宮妃殿下に研究員が御接見を
賜った際の写真）

このほか、令和6年度には、各府省の管理職員を海外の大学院のリーダー養成コー
スに短期間派遣する「リーダー派遣コース」も新たに設けるなど、若手のうちだけで
なく、キャリアパスの様々な段階において視野を広げ、成長するための機会を提供し
ている。

【コラム4】国家公務員の海外留学の機会

前記第1章第3節1の国家公務員イメージ調査のとおり、仕事を通じたスキルアッ
プや成長の機会について国家公務員はネガティブなイメージを持たれている。しかし
ながら、これまで見てきたように、実際は、国家公務員という仕事は、前例のない課
題に政策を総動員して対応する高度な課題解決力や、複雑かつ多様なステークホル
ダーを相手とする高度な調整力など、様々な能力・スキルを向上させる機会が多く得
られるものである。

【職員の成長イメージと能力の明確化】
この観点で、職員の成長イメージと能力の伸長を結び付けて公表している先行事例

【コラム5】国家公務員として得られる能力やスキル
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として、「METI�CAREER�GUIDE�～経産省でともに成長するために～」（令和6年6
月経済産業省）がある。
このガイドは、経済産業省が職員のキャリアについてどのように考えているのか、
どのような形でキャリア支援を推進しているのかを明確化・見える化する目的で作成
されたものである。同時に、人的資本経営の観点から対外的に発信し、人材確保にも
つなげるという狙いもある。
具体的な仕事の内容等についてはポストによって様々であることは当然であるが、
このように分かりやすい形で職員の成長イメージと得られる能力を示すことは、部内
職員の成長実感を高めるとともに、公務外に対する魅力発信としても有効と考えられ
る（図2－10）。

図2-10　�METI�CAREER�GUIDE（経済産業省）

（注）　「METI CAREER GUIDE ～経産省でともに成長するために～」（2024 年 6 月経済産業省）

【「調整力」の言語化】
国家公務員の行う調整は、各種スキル・能力を総動員して行われるものであること

から、「調整力」の中身については、人や仕事内容によってイメージするものが様々
となっている。
この「調整力」について、民から官、官から民への越境転職支援を行っている

VOLVE株式会社のWEBサイトでは「さまざまなステークホルダーの利害関係や価
値観の違いがある論点について、現状とは異なる最適解を構想し、その最適解の実現
に向けて、意思決定に必要な人々の合意形成をすること」と表現されている。また、
「調整力」をナレッジ・スキル・マインドセットに分解し、国家公務員の仕事を通じ
てどのようなスキル・能力が身に付くのかを言語化する試みが行われている。
このように民間企業と共通する言語を用いて分解し、国家公務員で身に付く能力・

スキルを説明することも、公務内外に対する魅力発信として効果的と言える（図2－
11）。
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（2）働く環境や経済的利益に関する価値
前記第1章第3節1の「国家公務員イメージ調査」では、個人の事情に合わせて柔軟な
働き方ができているという点について、「20歳台の学生」は国家公務員（本府省）に対し
てネガティブなイメージを持っていた。しかしながら、実際は柔軟なフレックスタイム制
の導入や、テレワークの推進を行っており、実態に応じた正しい情報の発信を通じたイ
メージ形成が必要と言える。
国家公務員に対して働く環境や経済的利益に関する価値を適切に提供することは、職員
が最大のパフォーマンスを発揮し、国民に対して持続的に行政サービスを提供するために
不可欠である。したがって、これらの価値について、正しい情報を発信するとともに、現
状の課題に対する認識と今後の改善の方向性、目指す未来の姿を積極的に示すことで、ネ
ガティブなイメージを払拭していくことは、人材確保の観点のみならず、職員のパフォー
マンス向上及び持続的な行政サービスを提供する観点からも積極的に行うべきである。
国家公務員の「働く環境や経済的利益に関する価値」について、このような観点から改
めて整理すると以下のとおりである。

図2-11　調整力のナレッジ・スキル・マインドセットへの分解

調整力のナレッジ・スキル・マインドセットへの分解

Copyright© VOLVE All Rights Reserved.

項目（例）

• ドメイン知識

• ステークホルダー知識

• プロトコル知識

• リスニングスキル

• ロジカルシンキングスキル

• 交渉スキル

• シナリオ設定スキル

• プロセスマネジメントスキル

• コミュニケーションスキル

• インフルエンシングスキル

• アサーションスキル

• 不確実性への耐性

• できる志向

• 胆力

「調整」に必要なナレッジ・スキル・マインド（例）

• その調整事項に関する基本的な知識

• 調整相手の存立基盤や基本的な考え方や、調整相手同士の関係性の知識

• その領域における調整のお作法の知識

• 調整事項に関する相手のレッドラインを引き出すスキル

• 全ての調整相手が合意できる選択肢を体系的に検討するスキル

• 交渉の基本的な設計をするスキル

• 諸々の条件を勘案して先を読み計画を立てるスキル

• 調整のプロセスを緻密に管理するスキル

• 誤解やしこりを生まずに、合意可能な選択肢を文書・口頭で伝えるスキル

• 調整相手に歩み寄ってもらうスキル

• ここぞという時に説得力を持ち言い切るスキル

• 先の読めない状況で、思考停止に陥らず冷静に問題解決に臨むマインド

• 困難な状況でも「できる」と信じて考え続けるマインド

• 様々な意見の中でブレずに調整可能な着地点への働きかけを行うマインド

ナレッジ

スキル
（着地点を構想する）

スキル
（道のりを定める）

スキル
（着地点に導く）

マインドセット

（注）　VOLVE 株式会社提供

これらも参考にしながら、今後、国家公務員の仕事を通して身に付く能力・スキル
を明確化し、分かりやすく情報発信していくことは、公務の魅力向上・発信のために
有効と考えられる。
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（働く環境や経済的利益に関する価値の整理例）

働く環境に関する価値
○　フレックスタイム制、テレワークによる柔軟な勤務が可能な仕組みを整備していること。

・�柔軟なフレックスタイム制の整備（一定の期間内で、勤務時間数の総量は同じまま
1日の勤務時間数を変更できる仕組みであり、土日のほか週1日勤務しない日を設
けることも可能。また、勤務開始後でも将来に向かって勤務時間の割振り変更可能）
・�テレワークの推進（テレワークの適切な実施の推進のためのガイドラインを策定
し、更なる浸透と定着を推進）

○　各府省において働きやすいオフィス環境の整備や業務効率化を進めていること。
・�ガバメントソリューションサービス（GSS）の導入（デジタル庁が行政機関に対し
て業務遂行に必要なデジタル環境を整備・提供するもの。後記コラム6参照）、オ
フィス改革（ペーパーレス化、フリーアドレス席の導入等）など、各府省において
オフィス環境の整備や業務効率化が進展

○　充実した両立支援制度や休暇制度を整備していること。
・�3歳まで利用可能な育児休業制度
・�男性職員の育児休業取得率80.9％（令和5年度）
・�年次休暇の取得日数の年平均16.2日（令和5年）など
（参考）�民間における男性の育児休業取得率は30.1％（厚生労働省・令和5年度雇用均等基本調査）、

年間の年次有給休暇の労働者1人平均取得日数は11.0日（厚生労働省・令和6年就労条件

総合調査）

○　ハラスメントの根絶に向けた取組を行っていること。
・�幹部・管理職員を対象としたハラスメント防止研修、各府省のハラスメント相談員
を対象としたセミナーの実施、国家公務員ハラスメント防止週間の設定等

○　勤務間のインターバル確保の努力義務を導入していること。
（参考）�民間における勤務間インターバル制度導入企業の割合は5.7％（厚生労働省・令和6年就労

条件総合調査）

○　超過勤務の縮減に向けた継続的な取組を進めていること。
・�公務部内の人材マネジメントを徹底するなどにより、長時間労働もやむを得ないと
する職場風土や職員の意識を抜本的に切り替えられるよう人事院から各府省に対し
て働きかけ
・�国会対応業務のみならず、各府省の一層の業務削減・合理化に向けた取組を促進

○　長期的な視点で仕事に専念できること。
・�法令に基づき任用され、長期的な視点で仕事に専念し、持続的な行政サービスを提
供できる地位（立場）を保護
・�職員の苦情を受け付ける仕組みや不利益となる処分を受けたときの救済制度を整備

経済的利益に関する価値
○　社会一般の情勢に応じた適正な給与水準が確保されること。
・�近年着実に新卒初任給を改善。令和6年人事院勧告では、年収ベースで最大60万円
増加� �
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・�官民給与の比較対象となる企業規模の見直しや現行の給与体系の抜本的見直しを検討
○　勤務実績に応じたボーナス、昇任・昇格、昇給制度があること。�
・�人事評価に基づくボーナスの査定、昇任・昇格の仕組み
・�毎年の昇給も人事評価に基づき昇給幅に差が付く仕組み

これらの価値の中には、超過勤務の縮減のように、改善に向けて継続的な取組が必要となる
ものもある。これらについても、引き続き正しい情報を発信するとともに、現状の課題や今後
の改善の方向性を合わせて提示することで、取組の姿勢や公務組織として目指す未来の姿を積
極的に発信していくことが重要である。
特に、人事行政諮問会議最終提言において示された新時代の人事管理を実現するための具体
的施策の進捗状況は、併せて示すことにより魅力として認知され得るものであり、積極的な発
信が求められる。

行政機関では、デジタル庁が整備・提供した「GSS（ガバメントソリューション
サービス）」によって、高いセキュリティを確保しつつ場所を問わない働き方が可能
となっている。
GSSは、政府職員が定常業務を遂行するために使用するPCや周辺機器、それぞれ
の端末で使用するソフトウェア、ネットワーク環境まで、IT環境全体を提供してお
り、クラウドサービスやゼロトラスト・アーキテクチャなどの最新技術を取り入れて
生産性やセキュリティの向上を図りつつ、各府省の業務環境の統合を進めている。
人事院は、最初のユーザーとして令和4年度にGSSを導入し、オンライン会議の活
用、ペーパーレス化のほか、チャット等を通じたコミュニケーションの促進、職員自
らのシステム開発等による業務効率化など、DXを着実に進めている。
また、現在、東京都・霞が関にある人事院本院は、令和7年度中に東京都・虎ノ門
のオフィスビルに移転する予定である。庁舎移転に当たっては、職員自ら新たなオ
フィス空間・環境整備を考え、より一層働きやすいオフィスとなるよう準備を進めて
いる。

（フロア内イメージ：オフィス） （フロア内イメージ：多目的スペース）

【コラム6】人事院におけるオフィス改革の取組

第3節　公務職場の提供価値として打ち出すべきもの
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